
第１０号 

立教１８５年 

１０月２０日

髙
安
詰
所
だ
よ
り 



詰
所
行
事
予
定
（
十
一
月
） 

四
日 

詰
所
常
会 

八
日 
に
を
い
が
け
実
動 

十
一
日 
勤
務
者
修
練
Ⅰ 

十
三
日 

お
つ
と
め
勉
強
会 

十
七
日 

直
轄
祭
参
拝
（
大
教
会
） 

 

二
十
日 

勤
務
者
修
練
Ⅱ 

 

二
十
三
日 

大
教
会
月
次
祭
参
拝 

二
十
六
日 

本
部
月
次
祭
参
拝
者
受
入
れ 

詰
所
の
動
き 

全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー 

（
九
月
二
十
八
～
三
十
日
） 

詰
所
で
は
、
初
日
の
二
十
八
日
に
近
鉄
「
結
崎
駅
」
ま
で
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
繰
り
出
し
、
駅
周
辺
で
の
戸
別
訪
問
を
行
い
、

翌
日
は
「
大
和
八
木
駅
」
頭
に
て
二
組
に
分
か
れ
て
の
路
傍

講
演
、
そ
し
て
最
終
日
の
三
十
日
に
は
「
近
鉄
奈
良
駅
」
か

ら
「
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
」
ま
で
の
商
店
街
で
の
神
名
流
し
、
及
び

駅
頭
で
の
「
よ
ろ
づ
よ
八
首
」
の
て
を
ど
り
と
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
布
教
活
動
を
勤
務
者
一
同
、
全
力
で
行
い
ま
し
た
。 

 

          



お
知
ら
せ 

若
人
会 

 

十
月
二
十
九
日 

青
年
会
、
婦
人
会
共
催
の
「
若
人
会
」
が
、
十

月
二
十
九
日
に
詰
所
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
前
回
が
大
変
好
評
で
、

是
非
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
に

応
え
て
の
開
催
で
す
。
今
回
も
お
楽
し
み
行
事
満
載
で
す
の
で
、

ど
う
ぞ
広
く
お
声
掛
け
下
さ
い
。
但
し
一
応
、「
若
人
会
」
で
す

の
で
、
年
齢
制
限
（
四
十
才
位
ま
で
）
は
あ
る
よ
う
で
す
。 

青
年
会
ひ
の
き
し
ん
隊 

十
一
月
隊 

青
年
会
髙
安
分
会
で
は
十
一
月
に
、
ひ
の
き
し
ん
隊
を
編
成
し

お
ぢ
ば
に
伏
せ
込
ま
せ
て
頂
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
暫
く
合
宿
で

き
な
か
っ
た
「
第
百
母
屋
」
に
久
し
ぶ
り
に
入
れ
ま
す
。
ま
た

今
回
は
都
合
に
合
わ
せ
て
、
日
帰
り
で
も
泊
ま
り
で
も
可
で
、

日
曜
日
に
は
詰
所
で
の
ひ
の
き
し
ん
の
後
に
、
お
楽
し
み
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
も
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
ち
ら
は
年
齢
不
問
で
す
。 

お
礼
団
参 

十
一
月
二
十
七
日 

 

来
る
十
一
月
二
十
七
日
、
大
教
会
の
「
お
礼
団
参
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
教
祖
お
入
り
込
み
百
四
十
周
年
の
節
目
の
年
の
心

定
め
を
完
遂
し
た
上
で
、
気
持
ち
も
新
た
に
年
祭
活
動
に
向

か
わ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。
団
参
を
目
標
に
、
に
を
い
が
け

お
た
す
け
に
励
ん
で
ご
守
護
を
願
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
同
日

午
前
十
時
よ
り
「
女
子
青
年
大
会
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
合
わ
せ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

◎
お
礼
の
お
つ
と
め 

午
前
十
一
時
半 

於 

東
礼
拝
場 

◎
ひ
の
き
し
ん 

 

午
后
十
二
時
半
～ 

於 

豊
田
山
墓
地 

一
期
講
師 

修
養
科
第
九
七
六
期
（
十
～
十
二
月
）
に
、 

大
教
会
準
役
員 

結
城
徳
亮
先
生
が
、
一
期 

講
師
（
女
子
ク
ラ
ス
副
担
任
）
と
し
て
お 

つ
と
め
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 



お
ぢ
ば
に
伏
せ
込
む
若
者
達
（
そ
の
１
） 

吉
川
宏
介
さ
ん
（
二
十
五
才 

河
北
・
片
江
）。 

教
会
の
次
男
と
し
て
大
阪
に
生
ま
れ
、
天
理
大

学
外
国
語
学
部
英
米
学
科
を
卒
業
、
現
在
は
天

理
教
語
学
院
（
Ｔ
Ｌ
Ｉ
）
に
勤
務
し
、
外
国
人
留
学
生
に
日
本

語
を
教
え
て
い
ま
す
。
こ
の
春
に
は
大
学
時
代
に
知
り
合
っ
た

奥
さ
ん
と
目
出
度
く
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
二
人
仲
良
く
お
ぢ
ば
で
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
趣
味
は
何
故
か
「
筋
ト
レ
」。
見
た
と
こ
ろ

目
立
っ
た
成
果
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、「
マ
ッ
チ
ョ
」
を
目

指
し
一
人
黙
々
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
む
毎
日
で
す
。 

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス 

金
崎
優
斗
さ
ん
（
二
十
三
才 
難
陽
） 

天
理
大
学
四
年
生
の
金
崎
さ
ん
は
、
来
年
三
月
の
卒
業
ま
で
の

半
年
間
を
、
詰
所
の
事
務
所
青
年
と
し
て
伏
せ

込
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
も
う
既
に
卒
論
も
書

き
上
げ
、
余
裕
の
青
年
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

「
タ
カ
ノ
ツ
メ
」 

 

髙
（
安
）
ノ
詰
（
所
） 

六
月
実
施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
応
募
賞

品
、
ラ
ー
油
と
柚
子
胡
椒
が
、
猛
暑

と
物
価
高
騰
の
あ
お
り
で
、
原
材
料

の
確
保
が
困
難
と
な
り
、
調
合
が
遅

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
漸
く

完
成
し
ま
し
た
。
お
詫
び
に
、
当
選

さ
れ
た
方
に
は
「
ラ
ー
油
」、「
柚
子

胡
椒
」
に
新
た
に
「
辛
味
噌
」
を
加

え
、
名
付
け
て
「
和
美
の
タ
カ
ノ
ツ
メ
三
点
セ
ッ
ト
」
を
進

呈
致
し
ま
す
。
尚
こ
の
三
点
セ
ッ
ト
は
詰
所
食
堂
で
も
召

し
上
が
っ
て
頂
け
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
お
帰
り
下
さ
い
。 

 

発 

行 
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理
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発
行
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